
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Soclety 　of 　Japan 　Sclence 　工 eachlr ユ9

10AO3

生徒主導型実験の実践
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1　 は じめに

　 科学的態度 の 育成 に 関す る試行 と し て柳澤

が 生 徒 主 導 型 実 験 （Peer　 lnstructing

Education ，以 下 PIE と記す）を提案 した D。

PIE で は，ク ラ ス 1人［で 無作為 に数名 の 教師役生

徒 （以 下教師役 と記す）を決 め，事前 に教師役

と教師の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や 予備実験 を行 っ

た 上 で 教 師役 が生 徒実験 を 主導す る授 業 を指

す。今回 は ，公 立高等学校で PIE を実践 し た

の で 報告 す る。

2　具体的な実践 内容

（1 ）　ヌ寸象生彳走

　公 立 A 高等学校第 3 学年 の うち化学 （2 単

位 ）を履修 して い る生徒 33 名

（2 ） 実施時期 と回数

　 1学期 に 2 回 ， 3学期 に 1回 の 計 3回

（3 ）　教n市彳殳σ）ノ乂数

　 1 回 目は 5 名，2 回 目は 11 名，3 回 目は 8

名で実施 した。

3　 ア ンケー ト結果 と考察

図 1 に 示すよ うに事前事後の ア ン ケ ー ト結

果で は，　 「よ く理 解で きた 」 と回答 した生徒

の 割合が 4％ か ら 46％ に増加 し て お り，学習

の 理解度が高ま っ て い る と思 われ る。また ，

図 2 に示 す よ うに PIE を行 うご とに教師役を

「や っ て み た い 」 や 「や っ て もよ い 」 とす る

生 徒 の 合計 の 割合が 1 回 目か ら順に 15％ ，

32％，50％，と増加 して い る c 生徒の 感想 の

中で も ， またや りた い ，も う　
一
度チ ャ レ ン ジ

してみ た い
， とい っ た PIE を前 向き に捉 える

意見 が 見 られ た 。 普段 の 生徒実験 と比 べ て意

欲的に取 り組 ん で お り
，
PIE を行 う こ とで 学

習意欲が 向上 し
，

生徒 に 自信が つ い て い っ た

と考えられ た。教師役が 各 々 の 説明の 仕方で

実験を進め ，実験操作 の 意味や 考察な どに つ

い て の 発 間を し，生徒役に考 え させ る 工 夫を

行 っ て い た。

さらに， PIE の 実践を重ね て い く中で 教師

役 の 教師役生徒 （以 ドコ ア 教師役 と呼ぶ） と

い っ た新たな教育的価値が 見出せ た。理解度

に差が ある教師役数名が 予備実験 を行 っ た際

に， コ ア 教師役 が率先 し て 予 備実験 の 説明や

考察に つ い て 議論 の 中心 に な っ た。教師 と コ

ア 教師役が手分 け して 予備実験を進 め て い く

こ とで ，予備実験 の 効率 をあ げる こ とが で き

た。教師の 負担 も軽減で き，教師役同士 の デ

ィ ス カ ッ シ ョ ン も行 い なが ら予備実験 を行 う

事 が で きた。
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図 1　全員の理解度の 変化 （グラフ内び）数「直は人数）
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図2　教師役をやることに刻する意識（グラフ内の数値は人数）

4　 まとめ

　生徒がt 体的に活 動す る PIE はア クテ ィ ブ

ラー
ニ ン グ の

一
つ の 形だ とい える。次の 教育課

程 の 改訂で は，授業に ア ク テ ィ ブ ラ ー
ニ ン グを

取 り入 れ る工 夫が求め られて い る と聞 く。PIE

を実践す る こ と で ，今ま で の 方 的 な授業か ら

脱却す る こ とが で きた。今後も，生徒 が主体的

に活動す る取 り組み を実践 して い きた い。

　本研 究 の
一

部 は 科学研 究費基盤研 究 （B ） （代

表 松原 静郎 ，課題 番号 26282040） に よ る、t
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